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第６学年国語科学習指導案

児 童 男子１０名 女子６名 計１６名

指導者 榊原 正弥

１ 単元名・教材名

新聞の投書を読み比べて意見をまとめよう「新聞の投書を読み比べよう」（東京書籍 ６年）

２ 単元について

（１）児童について

・４月単元「イースター島にはなぜ森林がないのか」では、事実と意見との関係に注意して、筆者の考えを

読み取り、文章に対して自分の考えをもつ学習を行った。

・大半の児童が、文章の要旨を読み取ることができたが、それに対して自分の考えをまとめることができた

児童は半数くらいだった。

（２）教材について

・本教材は、スポーツをすることの目的（意味）について書かれた１つの投書につなげて寄せられた３つの

投書を紹介したもので、本学級はスポーツをしている児童が多いことから、興味をもって読むことができ

ると思われる。

・４つの投書が同じ構成で書かれているため、文章構成が捉えやすい。

・文章に説得力をもたせるための工夫が具体的に示されているので、自分で投書を書く際にも活用すること

ができる教材である。

（３）指導にあたって

〈手立て１〉単元全体や単位時間ごとの見通しをもたせる工夫

①学年の系統性と児童の実態をふまえた単元構想の作成

・本単元では、新聞の投書を読み比べて学んだ説得の工夫などを使って、自分の意見を投書として書く言

語活動を設定する。児童が、それぞれの投書について書き手の主張を捉えるとともに、構成や説得の工

夫を見付け、「投書の書き方のポイント」をまとめさせる。それらのポイントを使って実際に投書を書く

ことで、意欲的に学習に取り組むことができ、本単元の指導事項「文章を比べて読むなど効果的な工夫

をしながら、文章に表れている書き手の工夫について読み取ること」を身に付けることができると考え

た。

②単元の導入の工夫

・本単元の学習に向けて、事前に小中学生が投稿した投書に触れさせることで、新聞や投書に対しての関

心を高めておく。

・教材文に書かれてある投書を参考に教師が作成した２つの投書を提示し、実際に比べ読みをさせること

で本単元で身に付けさせたい力に気付かせ、単元名と学習計画の作成につなげる。

③学習計画づくり

・第二次までに学習する文章に説得力をもたせるための工夫を生かし、第三次で自分の投書を書くための

学習計画を教師と共に大まかに立てる。

・第二次では、投書の文章の文章構成を捉えることや、文章に説得力をもたせるための工夫を見つける学

習をすることを伝え、大まかに時間配分をする。

・第三次では読み手を意識しながら投書を書き、グループで読み合ったり、意見を伝え合ったりすること

を伝える。

④単位時間の見通しをもたせるための工夫

・児童と共に作成した学習計画表を掲示し、本時はどのような学習をするのかを確認させる。
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・単位時間の学習課題や一人学び、ペア・グループ学習の視点を具体的に示すことで、児童が見通しをも

って学習できるようにする。

・単位時間の流れに沿ったワークシートを作成し、学習活動に見通しをもたせる。

⑤次の学習につなげる振り返りの工夫

・学習課題を確認した後、単位時間の流れを確認したり、振り返りの視点を示したりして、一単位時間の

学習意欲の持続につなげる。

・単位時間の振り返りを学習計画と一体化したシートに個別に書かせ、見通しをもって次の学習につなげ

るようにする。

〈手立て２〉学校図書館などの利用目的を明確にし、その機能の活用を図る工夫

①単元の中で読書意欲を高める工夫

・図書コーナーに新聞を置くコーナーを用意し、新聞に対して興味や関心をもたせる。

・投書だけではなく、社会欄やスポーツ欄などにも触れさせることで、興味や関心を高めさせる。

②発達段階に応じた情報収集や選択、活用方法の指導の工夫

・新聞を置くコーナーのそばに、投書だけを取り上げたコーナーを用意し、選んだ投書の内容について感

想や意見を記入できるようにする。

③魅力ある図書館運営の工夫

・一般的な新聞のほか子ども新聞なども展示し、新聞にも本にも触れられるようにする。

３ 単元の目標及び評価規準

（１）目標

４つの投書を読み比べ、文章に表れている書き手の工夫について読み取り、自分の考えをまとめること

ができる｡

（２）単元の評価規準

【関】投書の特徴を捉え、進んで書き手の主張や説得の工夫を読み取ろうとしている。

【読】投書の構成、理由付けの仕方や根拠の挙げ方に気を付けて読み比べ、それぞれの書き手による説得の

工夫を捉えている。Ｃ（１）イ

【言】投書の文章の構成を目的とともに理解している。伝国（１）イ（キ）

（３）単元の系統性

４年 ５年 ６年

単元名 身の回りの文章を読みく 書き手の意図を考えなが 新聞の投書を読み比べて

教材名 らべよう ら新聞を読もう 意見をまとめよう

「広告と説明書を読みくら 「新聞記事を読みくらべよ 「新聞の投書を読み比べよ

べよう」 う」 う」

目 標 広告と説明書の文章を読 記事と写真との関係に注 ４つの投書を読み比べ、

み比べ、それぞれの目的に 意しながら新聞記事を読み 文章に表れている書き手の

合わせた表現の違いを読み 比べ、書き手の意図を読み 工夫について読み取り自分

取ることができる。 取ることができる。 の考えをまとめることがで

きる。

おさえたい 表し方の違い（工夫） 書き手の意図 書き手の（説得の）工夫

主な 見出し・リード（文）

学習用語 広告・説明書 記事 投書
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４ 指導計画（全９時間）

次 時 主な学習活動 ★図書館との関わり 評価規準とその方法

一 １ ○新聞の投書について知り、説得の工夫を考える。 【関】新聞の投書の書き方につい

○投書をまとめるための学習計画を立てる。 て関心をもち、書き手の工夫が

２ ★新聞記事や投書に関心をもち、学習と並行して読んで あることを感じながら意欲をも

本 いくことを知る。 って取り組もうとしている。

時 （発言・ワークシート）

二 ３ ○４つの投書を読み比べ、それぞれの投書について書き 【読】同じ内容を取り上げた４つ

手の主張を捉え、構成や説得の工夫を見付ける。 の投書を比べて読み、そこに書

４ ○４つの投書の中から、自分が納得するものを選んで理 き手の意図・工夫が表れている

由をまとめ、友達と伝え合う。 ことを理解した上で、自分はど

５ う考えるかを明確にしている。

（発言・ワークシート）

三 ６ ★自分が読んで関心をもった投書を選ぶ。 【読】自分の意見や主張を述べる

○４つの投書の内容や、自分が読んで関心をもった投書 際の説得の工夫にはどのような

７ などを基にして、投書に取り上げたい話題と自分の考 ものがあるかを理解している。

えをまとめ、文章を書く。 （発言・ワークシート）

８ ○学習を振り返る。 【言】文や文章にはいろいろな構

成があり、書く目的に応じた構

９ 成がなされていることを理解し

ている。 （ワークシート）

５ 学習計画表
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６ 本時の指導

（１）目標

新聞の投書について知り、書き手の説得の工夫を考え、投書（意見文）をまとめるための学習計画を立

てようとする。

（２）評価規準

おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て

新聞の投書の書き方について関心をもち、書き手 書き手の意見を伝えるために工夫していると

の工夫があることを感じながら意欲をもって取り組 ころはどこか、２つの文章を比べながら違いを

もうとすることができる。 見付けさせる。

（３）展開

時 学習活動 指導上の留意点（・） 評価（◎）

１ 単元のゴールを知る

導 ・今回の学習では、自分の考えを伝える 〈手立て１－②〉

入 ため、投書にまとめる学習をすること 本単元の学習に向けて、事前に小中学生が投稿

を知る。 した投書に触れさせることで、新聞や投書に関心

を高めておく。

・実際に新聞の投書欄も見せることで、関心をもた

せておく。

２ 課題を把握する 〈手立て２－③〉

自分の意見を投書にまとめるため 第三次で投書を書き、キラハピコーナーに掲示

の学習計画を立てよう。 したり、新聞社に投稿したりすることを目標にす

る。

３ 見通しをもつ 〈手立て１－④〉

・本時は、投書の書き方の工夫を知るこ 学習計画表を示し、本単元で身に付けていきた

とと、学習計画を立てることを行うこ い力、単元名、９時間分の計画を立てるという見

とを確認する。 通しをもたせる。

15 ・本時の振り返りの視点を確認する。 〈手立て１－⑤〉

分 本時の振り返りの視点を示し、一単位時間の学

習意欲を持続させる。

４ 課題を解決する

展 ・２つの投書を読み、気付いたことを発 ・説得の工夫を入れた投書と入れていない投書を比

開 表し合う。 【個別→ペア→全体】 べ読みさせ、共通点（文章構成）と相違点（説得

20 ・説得の工夫をした方が、書き手の意見 の工夫）に気付かせる。

分 がより伝わりやすいことを確認する。 〈手立て１－③〉

・書き手の意見が伝わる投書をまとめる 気付いた共通点と相違点から、本単元で身に付

ために、どんな力を身に付けた方がよ けたい力や単元名を設定する。

いかを考える。 【個別→全体】

・本単元での身に付けていきたい力を 〈手立て２－①〉

基に単元名を設定する。 学習と並行して、小中学生が投稿した投書を読

【個別→全体】 み、感想を書いていくことを確かめる。



６年－ 5

〈手立て１－③〉

５ まとめをする 本単元で身に付けていきたい力を参考にして、

・第三次で説得の工夫をしながら投書を 学習計画を立てさせる。

まとめる学習をすることを確認する。 ◎新聞の投書の書き方について関心をもち、書き手

・学習計画を立てる。 【全体】 の工夫があることを感じながら意欲をもって取り

組もうとしている。（発言・ワークシート）

６ 振り返りをする

終 〈手立て１－⑤〉

末 本時の振り返りの視点に基づき、振り返りをさ

せる。

10 ７ 次時の確認をする ・次時は、教科書に載ってある４つの投書を読んで

分 書き手の意見と根拠について考えていくことを知

らせる。

（４）板書計画

課
題

自
分
の
意
見
を
投
書
に
ま
と
め
る
た
め
の
学
習
計
画

を
立
て
よ
う
。

投
書
の
モ
デ
ル
Ａ

説
得
の
工
夫
が
入
っ
て
い
な
い

も
の

投
書
の
モ
デ
ル
Ｂ

説
得
の
工
夫
が
入
っ
て
い
る
も

の

○
モ
デ
ル
を
読
ん
で
気
づ
い
た
こ
と

・
ど
ち
ら
の
投
書
も
佐
々
木
投
手
の
こ
と

・
文
章
構
成
が
ど
ち
ら
も
一
緒

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
入
っ
て
い
る
。

↓

説
得
の
工
夫

○
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
力

・
投
書
の
文
章
構
成
を
と
ら
え
る
力
。

・
書
き
手
の
説
得
の
工
夫
を
と
ら
え
る
力
。

○
学
習
計
画
表

○
ふ
り
返
り
の
視
点

・
今
回
の
学
習
で
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
力
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

・
し
っ
か
り
と
学
習
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

た
か
。


